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ABSTRACT
When a person is about to purchase and take an over-the-counter drug, 
not only the drug information provided by the pharmacist but also the 
precautions in the package insert is indispensable to him/her for proper 
use. However, the person may not be able to read diverse information and 
understand it once, and he/she may not be able to locate the necessary 
information when needed. Up to date Kusuri no Tekisei Shiyou Kyougikai 
(the Council for the Proper Use of Medicine) in Japan and the U.S. 
Pharmacopeial Convention have published pictograms that express drug 
information, such as usage, dosage, adverse reactions, etc. A "pictogram" 
is a visual symbol that functions to carry specific information or attention 
to users and is distinguished from an "illustration" without such function. 
These pictograms can visually convey the intended drug information in 
a short time and improve the proper use of users; therefore, the over-the-
counter drug can be purchased at pharmacies around the world and used 
properly without the language barrier once any pictogram has been agreed 
as an international standard. This review describes a series of studies. 
First we have newly developed illustrations to visually convey "those who 
must not take the medicine", "those who should consult before taking the 
medicine", and "rare but serious symptoms" from the precautions in the 
package insert of an over-the-counter drug, famotidine the H2 blocker. To 
identify and confirm whether it functions as a pictogram, each illustration 
was evaluated as high or low degree of understanding by calculating a 
correct answer rate. We have then clarified that such illustrations with high 
degree of understanding, when placed next to its precaution in the package 









10 月 14 日）」で、添付文書作成には、情報を平易で簡潔な表現にしたり重要な内容を前に
配列したりすると同時に、図表やイラストを使用して情報を伝える工夫をすることを原則と


















ず、OTC 薬 H2 ブロッカー添付文書の注意事項「してはいけないこと」の 17 項目およ
び「相談すること」の 7 項目から、伝えている医薬品情報をイラストにできるものを自由


















1 回目の質問紙調査を 2014 年 9 月から 10 月に実施した。1 回目の調査結果から理解度が
高いとされたイラストはそのまま使用し、理解度が 67％に満たないイラストは回答者ら
の「改善点」へのコメントをもとにイラスト作成者が改善して、質問紙調査を実施した。2
回目の質問紙調査は、1 回目とは異なる学生を対象として 2015 年 8 月に実施した。同様
にそれぞれのイラストに対して理解度を算出して、理解度の高いイラストを、第 2 段階
の一般利用者を対象とした質問紙調査に使用した。1 回目の質問紙調査では、134 部を配
布して計 86 人から回答を得た ( 回収率 64.2％ ) 。 2 回目の質問紙調査では、136 部を配
布して計 82 人から回答を得た ( 回収率 60.3％ )。全体の回収率は、62.2％であった。第


































質問紙調査は、薬学生を対象とした 2 回 調査で、新規イラ トのピクトグラムとしての機
能のうち信頼性（薬学知識がある人たちから同じ回答が得られるか）を、薬局の一般利用者を
対象とした 1 回の調査で妥当性（薬学知識のない者に意図する情報が伝わるか）を確認する 2
段階で実施した。1 つのイラストが伝えようとしている複数の情報について、理解度（％）
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とした第 1 段階の質問紙調査 2 回とほぼ同じ傾向を示した（詳細は倉田ら , 2017）。つまり、





















































れか 1 つを 2 分間閲覧させた際に、利用者が情報をどのように収集したかを視線解析等によ
り比較した（朴ら , 2018）。調査は、千葉大学工学部の学生を対象として、視線計測装置（Tobii 
















　まず OTC 薬 H2 ブロッカー添付文書の注意事項「まれに起こる重篤な症状において「症状
の名称」ではなく「症状」からイラストにできるものを、イラスト作成者が自由に選び、22
個の副作用についてそれぞれ 1 つのイラストにして表し、全 48 個を作成した。
　各イラストのピクトグラムとしての機能を確認するために作成した質問紙は、回答率の低








する 2 段階で実施した。理解度（％）は、正解者数を全回答数で除して算出し、基準 67％（Chan
ら , 2013）を超えるものを理解度が高い、基準以下のものを理解度が低いとした。
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図 2： 質問紙調査の形式 （実際の記入欄は、十分なスペースを設けた）
　第１段階では、福山大学薬学部 2 年次および 3 年次の学生を対象として、2018 年 11 月か
ら 12 月に 1 回目の質問紙調査を行った。2 回目の質問紙調査は、1 回目の調査結果から理解
度が高いとされたイラストはそのまま使用し、理解度が 67％に満たないイラストは回答者ら
の「改善点」へのコメントをもとにイラスト作成者が改善して、1 回目とは異なる学生（4 年
次年生）を対象として 2019 年 3 月に実施した。1 回目の調査で説明を受け、調査への協力を
同意した 2 年次学生は 103 名（回収率 74.6％）、3 年次学生は 116 名（78.9％）であった。続
く 2 回目の調査で説明同意を得て調査協力した 4 年次学生は、58 名（回収率 40％）であった。
それぞれのイラストに対して算出した理解度の結果を表 7 から表 9 までに示す。
　次に一般利用者調査で、ピクトグラムとしての機能のうち妥当性を確認した。上記の学生
を対象とした質問紙調査 2 回の結果から、理解度が高いイラストを選別して、第 2 段階の質




それぞれ算出した（表 7～表 9）。作成した質問紙 2 種は、１つに計 49 人から、もう 1 つに
計 54 人から回答を得た。回答者の属性に同様の傾向が見られた。つまり、性別は、男女がほ
ぼ半数、年齢は、20 代が 2％（7％）、30 代が 2％（6％）、40 代が 6％（2％）、50 代が 12％（13％）、 
60 代が 30％（24％）、70 代が 30％（28％）、80 代が 14％（20％）、90 代が 2％（なし）であった。
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てこれらの症状を伝えようとするには、文字情報の付記が必要である（Tijus ら , 2007）。
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